
令和５年 令和４年 対前年増減 増減率

525 476 49 10.3%
38 29 9 31.0%
49 65 -16 -24.6%
42 44 -2 -4.5%
94 74 20 27.0%
117 92 25 27.2%
59 40 19 47.5%

旅 館 業 20 9 11 122.2%
58 49 9 18.4%

ﾋﾞﾙﾒﾝﾃﾅﾝｽ業 45 30 15 50.0%
68 83 -15 -18.1%

業種
全 産 業

接 客 娯 楽 業

清掃・と畜業

そ の 他

製 造 業
建 設 業
運 輸 業
商 業
保 健 衛 生 業

旅館業・ビルメンテナンス業でお仕事されている方々の

労働災害が増加しています！！
京都上労働基準監督署【R06.01】

令和５年（12月末速報）労働災害発生状況
※新型コロナウイルス感染症へのり患によるものを除く

京都上労働基準監督署管内の令和５年に発生した休業４日以上の死傷労働災害（新
型コロナウイルス感染症へのり患によるものは除く。）は、525人（12月末速報値）であり、前年と比
較すると49人、10.3％の増加となっています。
また、新型コロナウイルス感染症の位置づけが、令和５年５月８日から「５類感

染症」になったことにより、観光産業が活発になりつつあることも影響し、旅館業
で122.2％、ビルメンテナンス業で50.0％の増加傾向を示しているところです。
つきましては、関係者の皆様で、作業内容・環境をご確認していただき、より一

層の労働災害防止活動にお取り組みいただくことをお願いいたします。
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【年齢別発生状況】
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【事故の型別発生状況】

墜落・転落 転倒 動作の反動等

488 479 476
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全産業 旅館業 ﾋﾞﾙﾒﾝﾃﾅﾝｽ業

年別労働災害発生状況
(各年12月末速報値)

ポイント

１ ﾋﾞﾙﾒﾝﾃﾅﾝｽ業では、転倒が
約40％を占めている。

ポイント

２
旅館業では、転倒、動作の
反動等（腰痛等）で40％を
占めている。

ポイント

３
旅館業、ﾋﾞﾙﾒﾝﾃﾅﾝｽ業とも
に、墜落・転落が約25％を
占めている。

ポイント

４
60歳以上の高年齢労働者の
災害が多くを占めている。
(ﾋﾞﾙﾒﾝﾃﾅﾝｽ業75％、旅館業40％)



 不自然な姿勢で作業を行って
いませんか︖

 荷物を持ち上げるときに、適
切な作業姿勢・動作を意識し
ていますか︖

 過度に負担がかかる作業を
1人でやっていませんか︖

 床に水や油、ビニールや紙な
どの滑りやすいものを放置し
ていませんか︖

 靴は、足のサイズに合ったも
ので、滑りにくいものを選ん
でいますか︖また、靴底がす
り減っていませんか︖

 路面等が凍結していません
か︖

滑り
のﾁｪｯｸﾎﾟｲﾝﾄ

 床に凹凸や段差はありません
か︖

 床に荷物・電気コード・ホー
スなどが放置されていません
か︖

 足元が見えるよう、十分な照
度が確保されていますか︖

つま
ずき
のﾁｪｯｸﾎﾟｲﾝﾄ

 足元が見えるよう、十分な照
度が確保されていますか︖

 大きな荷物を抱えて、足元が
見なくなっていませんか︖

 ながらスマホをしていません
か︖

踏み
外し
のﾁｪｯｸﾎﾟｲﾝﾄ

腰痛
のﾁｪｯｸﾎﾟｲﾝﾄ

【労働者の協力】
自己の健康を守るための努力の重要性を理解し、自らの健康づ

くりに積極的に取り組みましょう︕
 自らの身体機能等を客観的に把握し、健康や体力の維持に
努めましょう︕

 日ごろからストレッチや軽いスクワット運動等を取り入
れ、基礎的体力の維持に取り組みましょう︕ 等

職場での転倒・踏み外し・腰痛予防に努めましょう！


